
－ 中 １３ －

算数科学習指導案

指導者 長谷川 壮太（T1）

小野寺 典彦（T2）

１ 単元の目標

○ ２位数や 3 位数に 1 位数をかける乗法の筆算のしかたについて理解し，それを用い

る能力を高める。

【関心・意欲・態度】

・2～3 位数×1 位数の筆算のしかたを，既習の乗法計算のしかたをもとに考えようと

する。

【数学的な考え方】

・2～3 位数×1 位数の筆算のしかたを，数の構成や十進位取り記数法をもとに考える。

【表現･処理】

・2～3 位数×1 位数の計算を筆算ですることできる。

・乗法の結合法則を計算に用いることができる。

【知識・理解】

・2～3 位数×1 位数の筆算のしかたを理解する。

・乗法の結合法則を理解する。

２ 指導に当たって

（１）教材について

本単元は，新学習指導要領第 3 学年の内容Ａ数と計算（３）「乗法についての理解

を深めその計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ばす。」を受

けている。

乗法の学習において，乗法九九については第２学年で学習している。また本学年の

第１単元ではそれを受けて，乗法の交換法則 a×b＝b×a や，乗数が１ずつ増減する

ときの乗数と積の変化の関係 a×(b±1)＝a×b±a を含めた分配法則(a±b)×c＝a×

ｃ±b×ｃについて学習してきている。

本単元では，被乗数が何十，何百の乗法，たとえば 20×3 や 300×5 などの計算は

10 や 100 を単位として考えれば１位数どうしの乗法に帰着できることを理解し，その

ことを活用して計算ができるようにする。また，何十，何百に 1 位数をかける計算を

もとにして，2位数，3位数に 1位数をかける計算を導入し,乗法の筆算形式とともに，

その計算の原理や手順についての理解を図る。さらに，3 位数×1 位数の計算法則の

学習では，結合法則を使うことによって計算が簡単になるような問題場面を設定し，

併せて乗法の結合法則について指導する。

３年２組 「かけ算のしかたを考えよう」



【教材の関連と発展】

２ 年

（２）児童について

本学級は，男子１２名女子１０名，計２２名のクラスである。

全体的に算数が苦手だと感じている児童が多い。

標準学力検査の結果をみると

ス平均はかなり下回っている。

け算の問題」は市平均に比べさらに下回る結果となった。しかし，

「かけ算の問題」の個々の成績を見ると正答率

人いる一方で，正答率 50％以下の児童が

も意欲の面同様個人差が大きい。

は，10×5 や 11×6，12×7

行ってくる児童もいれば，特定の段の九九の

い児童も３名ほどいる状況である。

行えるよう，等質の少人数２グループでの学習を取り入れるなど指導方法

工夫してきた。また，基礎的な計算力の定着という面では，４月当初から「九九の表」

シート及び「10 倍 100 倍のかけ算」などの乗

も取り組んできた。

⑪ かけ算(2)

・九九の完成

・交換法則

・分配法則

・九九表のきまり

－ 中 １４ －

３ 年

男子１２名女子１０名，計２２名のクラスである。

全体的に算数が苦手だと感じている児童が多い。

ると，得点合計の市平均に比べ，クラ

下回っている。また，本単元と関わりのある「か

さらに下回る結果となった。しかし，

個々の成績を見ると正答率 100％の児童が 6

％以下の児童が 8 人おり，理解の早さ

個人差が大きい。普段の学習への取り組みの様子

7 などの計算を進んで自主勉強として

行ってくる児童もいれば，特定の段の九九の習得に難しさを感じ，なかなか覚えられな

いる状況である。したがって，個人差に応じたよりきめ細かな指導が

行えるよう，等質の少人数２グループでの学習を取り入れるなど指導方法

工夫してきた。また，基礎的な計算力の定着という面では，４月当初から「九九の表」

倍のかけ算」などの乗法計算を含めた「音読スピード計算」に

本単元 かけ算の筆算(1)

・何十，何百×1 位数の計算

・2，3 位数×1 位数の計算と

筆算形式

・乗法の結合法則

③ わり算の筆算

・「商」「積」の用語

・乗除の混合式の計算

① かけ算

・分配法則の活用

・交換法則の活用

・a×□，□×a

⑭ かけ算の筆算(2)

・1，2 位数×何十の計算

・2 位数どうしの乗法計算と

筆算形式

・計算のきまりや法則を用い

た乗法計算の工夫

・2，3 位数×1 位数の暗算

23%

13%

37%

27%

算数が好きですか

（意識調査）

1 すき
2 どちらかというとすき
3 どちらかというときらい
4 きらい

４ 年

さを感じ，なかなか覚えられな

したがって，個人差に応じたよりきめ細かな指導が

行えるよう，等質の少人数２グループでの学習を取り入れるなど指導方法や指導形態を

工夫してきた。また，基礎的な計算力の定着という面では，４月当初から「九九の表」

法計算を含めた「音読スピード計算」に

わり算の筆算(1)

・「商」「積」の用語

・乗除の混合式の計算



－ 中 １５ －

【レディネステストの結果】 合計２２名 ９月８日実施

問 題 正答者 誤 答 例

１

（１）３×０＝ 20 人 ３，

（２）０×２＝ 20 人 ２，無答

（３）８×１０＝ 22 人

（４）１０×９＝ 22 人

２

（１）５×□＝０ 22 人

（２）□×８＝０ 22 人

（３）３×９＝□×３ 21 人 ２７

（４）６×□＝７×６ 22 人

（５）４×６の答えは４×５の

答えより□大きい。

19 人 １，６，

（６）８×７の答えは，８×８

の答えより□小さい。

17 人 １，１８，１４，４

３

※未習問題

（１）３２

× ３

5 人 無答，３５，５４，８６，３６，２

９

※未習問題

（２）２３

× ４

6 人 無答，２７，３２，１２，２２，２

１２，１９

児童はこれまで，第 2 学年で九九を，第 3 学年の初めに分配法則「8×6=（5×6＋3

×6）」や交換法則（8×6=6×8）を用いた乗法を学習してきた。

単元に入る前に行ったレディネステストの結果を見ると，０をかけた時の計算や，

かけ算の交換法則についてはクラスの 9 割が理解できているが，問題２の（６）のよ

うな，「かける数の大きさと積との関係」についての理解が不十分である児童が 2 割ほ

どいることがわかった。かけ算の意味を正確にとらえることは本単元の学習において

重要な既習事項であるため，事前に授業の中で復習する時間を設けたり，ステップタ

イムの時間を活用したりして，レディネスをそろえるために，「かける数の大きさと積

との関係」や「０のかけ算」について継続して復習したい。また，本単元で扱う未習

問題，2 位数×1 位数の計算の仕方については，クラスの３割ほどができていた。そう

した児童にも筆算の仕方の背後にある考え方について，しっかり理解させたい。



－ 中 １６ －

（３）指導に当たって

本単元を３つの小単元に分けて指導段階を構成した。まず，何十，何百のかけ算に

ついて学習をする。特に 20×3 の問題場面において，テープ図や模擬貨幣，言葉の式

をもとに考えさせ，10 を単位とすれば，2×3 という九九に帰着して考えることがで

きるということを取り上げる。それをもとに，何百のかけ算でも 100 を単位として同

様に考えられるように気づかせたい。

次に，2 位数×1 位数の計算の考え方と筆算のしかたについて学習する。筆算の導

入にあたり，繰り上がりのない 23×3 という式を扱う。まず，既習の何十に 1 位数を

かける場面との比較で 23×3 という問題場面を提示する。その後，答えの求め方を考

えさせるが，アレイ図や模擬貨幣での図解と 23 を 20 と 3 に，位ごとに分けた上での

分配法則の活用とを関連させながら問題を解決していく。そしてこれらをもとに，「分

配法則」と「部分積を省略しない筆算」とが関連づけられるようにしながら，一般的

な筆算形式を導入していく。そして，筆算の理解の徹底をはかるために，繰り上がり

のある計算を取り上げ，段階的にまた能率的に練習効果を上げるようにする。

最後に 3 位数×1 位数の計算の仕方，筆算の仕方について学習する。ここでは，前

時までに学習した 2 位数×1 位数をもとにして考えさせ，各位ごとに数を分けた上で

分配法則を活用して計算できるように指導する。そして，計算の順序を変えても答え

が同じになるような問題を取り上げ，今まで積み上げてきた計算方法を活用して，結

合法則について考えられるよう指導する。

これらの段階を踏まえて，児童自らが，これまでに学習してきた十進位取り記数法

や乗法九九などを基にして，新しい筆算の方法を考えていけるようにしていきたい。

単元構成と視点との関連については以下の通りである。

【研究の視点１】数学的な考え方を育てる学習問題の工夫 との関連

・見通しをもたせるような提示の仕方を工夫する。

・買い物の際のお金の計算など，児童の日常生活に関わりのあるものを問題場面に取

り上げ，児童の学ぶ意欲，驚きや必要感を感じさせる問題の提示と課題を設定する。

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫 との関連

・自分の考えを絵や図式や文章でノートにかく活動を授業の中に位置づける。

・授業展開の中にペアやグループでの意見交換を位置づけ，1 時間の中でなるべく多

くの児童が自分の考えを表現することのできる場面を設定する。

・自分の考えを説明するための言葉がけのパターンを，拡大印刷したものを教室掲示

し，積極的にその表現を活用させる。

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫 との関連

・各小単元での計算の仕方について自力解決を行う際に，児童一人一人が課題に対す

る解決の見通しが立てられるよう，Ｔ１Ｔ２体制で柔軟に指導形態を工夫する。



－ 中 １７ －

３ 指導計画 １３時間扱い（本時 ３／１３）

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準

（1）何十，何百のかけ算 ２時間

１
・
２

〔プロローグ〕

・九九表の空欄の数の求め方を考える活動を通して，被乗数の数範囲を拡張した乗

法への興味，関心を高めるようにする。

・所要時間は10分程度

○何十，何百に1位数をか

ける乗法計算のしかた

を理解し，その計算を

することができる。

・20×3 の計算のしかたを考

える。

・300×5 の計算のしかたを考

える。

□考何十，何百×1位数の計

算を，1位数×1位数の

計算をもとにして考え

ている。

（2）２けたの数に１けたの数をかける計算 ５時間

１

本
時

○既習事項を活用し，2

位数×1位数（部分積

がみな1けた）の計算

の仕方を考えること

ができる。

・場面を見て，立式について考

える。

・23×3 の計算のしかたを，ア

レイ図や模擬貨幣を使った

り数操作をしたりして考え，

答えを求める。

□考2位数×1位数の筆算の

しかたを既習の乗法九

九などをもとに考えて

いる。

２

○2位数×1位数（部分積

がみな1けた）の筆算

のしかたを理解し，そ

の計算をすることが

できる。

・筆算のしかたをまとめる。 □知2位数×1位数の筆算形

式の書き方としくみを

理解している。

３

○2位数×1位数（一の位

の数との部分積が2け

た）の筆算のしかたを

理解し，その計算をす

ることができる。

・1辺16cmの正方形の周長を求

める式を考え，その計算を筆

算でするしかたを考える。

□表2位数×1位数（一の位

の数との部分積が2け

た）の筆算ができる。

４

○2位数×1位数（十の位

の数との部分積が2け

た，及び部分積がみな

2けた）の筆算のしか

たを理解し，その計算

をすることができる。

・42×3，58×3 の筆算のしか

たを考える。

・筆算のしかたをまとめる。

□表2位数×1位数（十の位

の数との部分積が2け

た，及び部分積がみな2

けた）の筆算ができる。

５

○2位数×1位数（部分積

を加えたときに百の

位に繰り上がりあり）

の筆算のしかたを理

解し，その計算をする

ことができる。

・29×4 や 75×4 の筆算のし

かたを考える。

□表2位数×1位数（部分積

を加えたときに百の位

に繰り上がりあり）の

筆算ができる。



－ 中 １８ －

（3）３けたの数に１けたの数をかける計算 ４時間

１

○3位数×1位数（部分積

がみな1けた）の筆算

のしかたを理解し，そ

の計算をすることが

できる。

・場面をとらえて立式し，312

×3 の計算のしかたを考え

る。

・筆算のしかたをまとめる。

□関3位数×1位数の筆算の

しかたを，2位数×1位

数の筆算をもとにして

考えようとしている。

２

○3位数×1位数（一，十

の位の数との部分積が

2けた）の筆算のしかた

を理解し，その計算を

することができる。

・386×2 の筆算のしかたを考

える。

□表3位数×1位数（一，十

の位の数との部分積が

2けた）の筆算ができ

る。

３

○3位数×1位数（部分積

がみな2けた，及び部分

積を加えたときに繰り

上がりあり）の筆算の

しかたを理解し，その

計算をすることができ

る。

○3位数×1位数の筆算

の理解を確実にする。

・937×4，537×3 の筆算のし

かたを考える。

□表3位数×1位数（部分積

がみな2けた，及び部分

積を加えたときに繰り

上がりあり）の筆算が

できる。

４

○乗法の結合法則につ

いて理解するととも

に，3つの数の乗法が1

つの式に表せること

を理解する。

・場面をとらえ，代金の求め方

について考 え，検討する。

・場面を3口の乗法の式で表す。

・3口の乗法の結合法則をまと

める。

□表乗法2段階の式を1つの

式に表すことができ

る。

まとめ ２時間

１

○学習内容を確実に身

につける。

・「力をつけよう」に取り組む。 □表学習内容を正しく用い

て問題を解決すること

ができる。

２
○学習内容の理解を確

認する。

・「たしかめよう」に取り組む。 □知乗数が1位数の乗法の

筆算のしかたを理解し

ている。

・【発展】単元の学習内容をもとにかけ算の筆算についての理解を深める。



－ 中 １９ －

４ 本時の学習

（１）題材名 ２けたの数に１けたの数をかける計算

（２）ねらい

・既習事項を活用し，2 位数×1 位数（部分積がみな 1 けた）の計算の仕方を理解し，

答えを求めることができる。

（３）本時と研究とのかかわり

【研究の視点１】 数学的な考えを育てる学習問題の工夫 との関連

児童は前時に 20×3 の計算を学習しており，既習の九九（2×3）に帰着して計

算できるということを学習している。そこで本時では，20×3 の計算方法を想起

させながら，本時の学習問題「23×3」の計算との違い（10 のまとまりだけでは

計算することができない計算であること）に目を向けさせ，自力解決への学習の

見通しを持たせるようにする。そのため，前時に扱う用紙の値段を 1 枚 20 円と

し，本時は 23 円として問題を設定する。そして，フラッシュカードを提示しな

がら，前時の学習問題と比較し，１枚につき３円高くなっていることをおさえさ

せる。→《手立て１》

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫 との関連

自力解決の場を経て，集団での話合いとなるが，自分の考えたことを表現する

場面をより積極的に取り入れて，児童全員の表現する力を育てていくという視点

から，ペアでの発表の時間を設ける。その際には，自分と同じ考えなのか違う考

えなのかを意識して聞くようにさせる。→《手だて２》

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫 との関連

個々の学習状況に応じて柔軟な授業展開ができるよう，中心発問をした後机間

指導を行い，自力解決の様子をみとりながら，展開Ａ，展開Ｂのいずれに移行す

るかを教師が判断する。展開Ａとは，クラス児童全員が個々に自力解決を行い，

特別に支援が必要だと思われる児童へのみＴ１，Ｔ２が個別指導を行うという指

導展開であり，展開Ｂとは，自力解決の見通しがたたない児童が多い場合に，Ｔ

２が別教室へその児童を連れていき，より具体的な自力解決のヒントを示して支

援するという展開である。→《手だて３》

（４）学習過程

主な学習活動 予想される児童の反応 教師の支援と評価

１前時までの学習を振

り返る。

・既習事項をフラッシュ

カードで振り返る。

（20×3：１まい20円の

画用紙を３枚買いま

した。代金はいくらで

しょう。）

○10円玉は2枚でそれが

3 つ分なので 60 円で

す。

○2×3 をしてから，10

をかけます。

20×3を2×3に帰着させて

考えたことを想起させ，本

時の自力解決につなげさせ

る。

つ
か
む
（
５
）



－ 中 ２０ －

２ 問題を知る。

・立式をする。

○図から 23 円が三つあ

るから 23×3 です。

テープ図，言葉の式などを

黒板に提示して児童の発言

をもとに立式する。

３ 課題を知る。

・23×3 の計算の仕方を

考える。

発問１）「この前勉強した問

題と比べてみよう。似て

いる所はあるかな？今日

はどこが違うかな。」

発問２）「テープ図やお金の

絵を書いたり，式を書い

たりして23×3の答えは

いくつになるか自分の考

えをノートに書きましょ

う。」

○この前の20×3は2×3

と考えて計算できた

けど今日はできない。

○3 円高いから，20×3

の答えに 3×3 を足せ

ばいい。

○お金の絵をかいて考

えられるかな。

解決の手段に見通しを持

たせるため左のように発

問し，既習事項

の復習で用いた

フラッシュカー

ドを再提示し，本時の問題

との違いに気づかせる。１

枚につき３円高くなって

いるということを抑える。

《手立て１》

机間指導を行い，座席表に

チェックを入れながら，自

力解決の様子をみとり，個

別に指導できる範囲であれ

ばそのまま全員に自力解決

を続けさせるが，半具体物

などの操作をもとにすると

考えやすそうな児童が多け

れば，展開Ｂに移り，少人

数教室で指導する。

《手だて３》

関 2 位数×1 位数の計算

のしかたを既習の乗法九九

などをもとに考えようとし

ている。（ノート）

４ 自力解決をする。

１まい２３円の色画用紙を，

３まい買いました。

代金はいくらですか。

み
と
お
す
（

）
５

23×3 の計算のしかた

を考えよう。

考
え
る
（

）
15 展開Ａ

・自分の考えをノートにま

とめさせる。

・考えをまとめることがで

きない児童には，個別に

ヒントを与える。

（長谷川・小野寺）

展開Ｂ

・自分の考えをノートにまとめ

させる。（長谷川）

・考えをまとめることができない

児童には，個別に声掛けをし，

わくわくルームで模擬貨幣な

どを用いて解法のヒントを与

えて考えさせる。（小野寺）



－ 中 ２１ －

10/23
１まい２３円の色画用紙を，

３まい買いました。

代金はいくらですか。
23×3 の計算は，

23 を 20 と 3 に分けて

考えると，けいさんす

ることができる。

５ 考えたことをペアで

発表し合う。

６ 考えたことを全体で

発表し合う。

○僕とおんなじ考え

だ。

○そういう解きかたも

あったんだね。

○20 円と 3 円に分けて

計算したのが一緒だ

ね。

早く書き終わった児童に

発表用紙に記入させる。

ペアでの発表の際には，自

分と同じ考えなのか違う

考えなのかを意識して聞

くようにさせる。

《手だて２》

７ 学習のまとめをする。

８ 適用問題に取り組む。

教師が意図的に指名する。

被乗数を二つの数（20と3）

に に分けて考えること

の有効性に帰着させ，

児童の考えを統合的

にまとめる。

適用問題） ３４×２

（５）評 価

考

（６）板書計画

式 ２３×３

きのうの問題

みんなの考え

☆チャレンジ問題

２１×４

Ａ いろいろな考え方で解決しようとしている。

Ｂ 2 位数×1 位数の計算のしかたを既習の乗法九九などをもとに

考えている。

支援の手立て わくわくルームで,模擬貨幣などを用いて自力解決の具体的な

ヒントを与える。

確
か
め
る
（

）
15

５

ま
と
め
る
（

）

まとめ：２３を２０と３に分けて考えると，

けいさんすることができる。

振り返りカード

23×3 の計算の仕方を考えよう。



（７）資料

・学習のまとめミニプリント

・学習感想カード

23×3 の計算は，

23 を と

けいさんすることができる。

－ 中 22 －

・学習のまとめミニプリント

の計算は，

と に分けて考えると，

けいさんすることができる。

に分けて考えると，


